
発生生態
養殖ブリ類の筋肉に感染する寄生虫です。

写真に見られる塊の数が多いと皮膚がべこべこになるた
め、この寄生虫による感染症は通称「べこ病」と呼ばれま
す。筋肉内の塊は時間が経つと消滅することもあります。
京都府の養殖ブリ類では大量寄生の報告はありません。

防除対策
この寄生虫は特定の海域に存在すると言われ、京都府の
海には元々いないと考えられています。そのため、外から
持ち込まない、つまり養殖用に他県から移入されるブリ類
稚魚が感染していないかを事前に調べることが大切です。
本虫を人が食べても人体に影響はありません。

ブリ筋肉微胞子虫(Microspora)
Microsporidium seriolae

魚の病害虫

ブリ筋肉微胞子虫が寄生したブリの筋肉
乳白色が虫の塊
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左写真の塊の内容物
粒一つ一つが虫、大きさ3μm程度


